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16 国際交流推進事業〔文化観光課〕 ﾌﾟﾗﾝ 22 
NO. 16 区 分 継続 

【概要】区民レベルでの国際交流を推進するため、外国語ボランティア派遣および区内で活動する国際交流ネットワー
クづくりを支援するとともに団体による国際交流事業を支援する。 

実   績 予  算 
３年度 ４年度 ５年度 

（１）通訳活動   7 件 
（２）翻訳活動   4 件 

（１）通訳活動   10 件 
（２）翻訳活動    29 件 

（１）通訳活動   60 件 
（２）翻訳活動    52 件 

事業費
(一般財源) 

32(32) 121(121) 288(288) 
執行率 11.1％ 執行率   42.2％  

成果指標 
通訳ボランティア派遣件数（件） 
目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率 目標値 

60 7 11.7％ 60 10 16.7％ 15 

活動指標 
外国語ボランティアの登録人数（人） 
目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率 目標値 

60 45 75.0％ 60 48 80.０％ 60 

４年度 

事業費 

当初予算額 補正予算額 流転用額 予算現額 執行額 執行率 特定財源 

288,000 － 0 288,000 121,400 42.2% 0 

備 考 
都市交流関係経費(2)国際交流推進事業経費(一部)(277 頁) 
【執行率が低い理由】新型コロナの影響により、各種イベント等が中止になり、通訳・翻訳活動が想定より減少したことによる残。 
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２－２ 平和と人権の尊重 

17 憲法・非核平和・人権思想周知関係事業〔総務課〕 ﾌﾟﾗﾝ 22 
NO. 17 区 分 R4 拡充 

【概要】非核平和の大切さ、憲法の精神、人権問題についての正しい認識の普及を目的にパネル展や人権啓発広
報活動、核実験抗議などを行う。なお、５年度は⾧崎平和祈念式典中学生派遣事業等を行う。 

実   績 予  算 
3 年度 4 年度 5 年度 

非核平和の大切さと人権に関する正しい認識の普
及を目的として展示等を実施。 
・憲法関連パネル展 4/30～5/28 
・原爆被災パネル展  8/2～9/3 
・人権週間パネル展 12/1～12/24 
 
【戦後 75 周年事業の実施(拡充分)】 
・オバマ大統領の折鶴展示 8/3～31 
・中央図書館特集展示 2/26～3/24 
・原爆の図展示 3/9～10 
※新型コロナウイルス感染拡大の影響により 
一部イベント中止 

非核平和の大切さと人権に関する正しい認
識の普及を目的として展示等を実施。 
・憲法関連パネル展 4/30～5/30 
・原爆被災パネル展  8/1～8/30 
・人権週間パネル展 11/29～12/26 
 
【非核都市宣言 40 周年事業の実施(拡
充分)】 
・円盤を投げる平和の青年像設置 
・広島平和記念式典中学生派遣事業 
・特別展 

非核平和の大切さと人権に関する正しい認
識の普及を目的として展示等を実施。 
・憲法関連パネル展 5/1～5/30 
・原爆被災パネル展  8/1～8/30 
・人権週間パネル展 12/5～12/8 
 
 
・⾧崎平和祈念式典中学生派遣事業
（拡充分） 
・語り部派遣事業（拡充分） 

事業費
(一般財源) 

1,112（921） 4,257（4,079） 4,404（4,176） 
執行率 44.7％ 執行率  88.4％  

成果指標 
協働のまちづくりに関する区民意識調査「平和と人権が尊重されていると感じた人」の割合（％） 
目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率 目標値 

29 29.4 101.4% 29.5 28.3 95.9% 30 

活動指標 
平和・人権啓発事業の実施回数（回） 
目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率 目標値 

7 9 128.6% 7 9 128 .6% 7 

４年度 

事業費 

当初予算額 補正予算額 流転用額 予算現額 執行額 執行率 特定財源 

5,253,000 － △439,000 4,814,000 4,256,787 88.4% 177,760 

備 考 憲法・非核平和・人権思想周知関係経費（211 頁） 
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18 区民相談事業〔区民相談課〕 ﾌﾟﾗﾝ 22 
NO. 18 区 分 継続 

【概要】【区民相談】一般相談・外国人相談を行う。【専門相談】弁護士による法律相談、人権擁護委員による人権
身の上相談、行政相談委員による行政相談を実施するとともに、各士業団体が行う専門相談の支援を行う。 

実   績 予  算 
３年度 ４年度 ５年度 

【区民相談】3,980 件(うち外国人相談 444 件) 
・相談     3,980 件 

日常生活 2,275 件     
行政経営   65１件    
すべての人が地域で共に生きていけるまち      
190 件     他 865 件 

【専門相談】          1,125 件 
・法律相談           688 件 
・人権身の上相談       8 件 
・行政相談             4 件 
・その他           425 件 

【区民相談】3,840 件(うち外国人相談 523 件) 
・相談     3,840 件 

日常生活 2,208 件     
行政経営   630 件    
すべての人が地域で共に生きていけるまち     
238 件     他 764 件 

【専門相談】        1,271 件 
・法律相談          700 件 
・人権身の上相談      13 件 
・行政相談            45 件 
・その他            513 件 

・区民相談 
(一般相談、外国人相談) 

・法律相談、人権身の上相談、 
行政相談 

・専門相談 

事業費
(一般財源) 

4,405(4,405) 4,748(4,748) 4,928(4,928) 
執行率 89.0％ 執行率 99.5％  

成果指標 
相談件数（件） 
目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率 目標値 

5,000 5,105 102.1% 5,000 5,111 102.2% 5,000 

活動指標 
相談日数（日） 
目標値 実績 達成率 目標値 実績 達成率 目標値 

336 336 100.0% 337 337 100.0% 338 

４年度 
事業費 

当初予算額 補正予算額 流転用額 予算現額 執行額 執行率 特定財源 

4,928,000 － △158,000 4,770,000 4,748,139 99.5% 0 

備 考 区民相談事業経費（205 頁） 令和 2 年度より区民相談の分類を見直した。 

 




